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Measurementofthermaldiffusivity，兀，ofsyntheticsapphirewasmadeatl-atmpre‐

ssureandoverthetemperaturerangefrom25℃ｔｏ1200℃ｂｙｕｓｌｎｇ・laser-flashcalo‐

rimeter、Tworesultsobtainedbyinfra-reddetectorandthermocouplearereported

1．はじめに

同体の熱拡散率は、惑星内部の熱史や捌吏分布を知るうえで重要な物性定数の１つである

(1)ばかりでなく、原子炉材料やフアインセラミックスなビ高温材料の熱特性を知るうえでも、

重要なパラメータの１つである。

この研究では、比較的小さな試料でしかも広い温度範Ｉｊ１１で熱拡散率を測定することができ

るレーザーフラッシュ法を用いて、人造サファイヤの熱拡散率の測定を試みたので、その結

果を報杵します。

2．実験方法

フラッシュ法の原理は、Parkere/α/,(2)にflll論的に詳しく取り扱かわれている。本研究で

は、キセノンフラッシュの代りにルピーレーザーフラッシュを、熱源として１１lいた。使附)し

た装置は、理学電機社製のＰＳ－７型レーザー法熱定数測定装置である。Fig.１に、熱拡散率

測定のための概要図を示してある。

フラッシュ法では、試料表面に''舜ｌ１ｌ１的に１１((射された光エオ､ルギーによって、試料が加熱さ

れる過程を、試料裏面の1品度上昇の過程を記録iIll定することによって、とらえようとするも

のである。試料の熱拡散率には、熱電対または、赤外線検'11,器によって高い時ＩｌＩｊ分解能て゛記

録された試料裏面の温度一時間1111線から、般人温度上昇の姥の温度に翌'|達する時間（レーザ

ー光を発射した瞬間からの)､ｔ％、を求めることができれば、次の式で与えられる。

随＝1.37(-と)豊一Ｌ （１）
汀ｔ兇

ここて、Ｌは試料の厚さである。
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Fig.１Schematicdiagramformeasurementofthermaldiffusivitybylaser-f1ashcalorimetry

レーザー光のエオ､ルギーは、６～１０Ｊであり、また、そのパルス幅は、約900匹ｒある。試

料裏面温度は、曰金一白金ロジウム13％熱電対および、インジウムアンチモン赤外線検出器

(富士通社製)を用いて測定した。人造サファイヤは、中住アーククリスタル社製のもので、

直径１０mm、厚さ３mmの小円板状に整形した。試料が光に対して透過率が非常に良いので、そ

の両面に「1金ペースト（''''１１マッセイ社製）をコーティングして使用した。試料の加熱は、

モリブデン線を用いたタンマン炉方式の電気炉によ

って行なった。モリブデン線の酸化を防ぐために、
５

ヘリウム水素i昆合ガスを、５０cc/min程度で流した｡炉

の温度は、タングステンータングステンレニウム熱
６

電対によって測定した。

Fig.2に、試料部の構成を示す。試料は、アルミナ

製の支持管の下部に取り付けられたモリブデン製の

試料台の上にのせられ、試料固定ワクによって支持

管の中央の位置に保たれる。さらに、試料付近のi品７

度を一様に保つために均熱筒を使用した。支持管全

体は、アルミナ製の炉心管によって電気炉の雰囲気

から遮断され、油回転ポンプ。および、油拡散ポンプＦｉ８

から成る真空排気装置によって、lO-5Torrオーダー

の真空状態に保たれる。
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Fig.２Sampleholdingassembly

１，holdingtube；２，sample;３，sampleholder；

4,therm6coUPle;５，slit;６，isothermalblock；
７，ｔｃｈｏｌｄｅｒ

3．結果と考察

室温から1200℃までの温度範附で測定した人造サファイヤの熱拡散率の値を､Fig.3に示す。

赤外線検出器を用いた場合の結果（ＩＲ法）と、熱電対を用いた場合の結果（ＴＣ法)とを、

比較して示してある。図からわかるように、ＩＲ法による値の方が、ＴＣ法による値よりも

若干大きく求まっているが、この程度の違いは、測定値の信頼度を高めるものだと考えても

よいだろう。
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また、図には参考のために、高純度アルミナ(Ａｌ203)の熱拡散率の値を、文献(3)からのせて

ある。図からは、人造サファイヤの方がアルミナより熱拡散率が良いとみなすことができる

が、今回の測定は、口金のコーティングの影響を補正していないことや、試料中の不純物の

影響や、測定方法の違いなど、詳しく検討する必要があるので、厳密な評価は、今後の課題

としたい。

終りに、本研究の一部は、大阪産業大学産業研究所特別研究費の助成によりなされた。記

して謝意を表します。また、理学電機株式会社熱分析装置設計部の青山敦可主任技師および、

石丸信行技師、岡谷伸一技師には、熱定数測定装置の設計と調整に大変お世話になりました。

記して謝意を表します。
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